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１．事業概要

（１）

（２） 使　用　料　形　態

※獣畜ごとの状況が分かるよう記載すること。なお、近隣と畜場（民設含む）に比較して減免を行っている場合は、その点についても記載すること。 

と 畜 場 使 用 料 の
概 要 ・ 考 え 方

【概要】
　○牛・馬　2,720円　○豚　770円　○子牛・子馬　490円　○綿羊・やぎ　770円　（※各1頭当たり）
【考え方】
　人件費及び使用する設備等の管理費・修繕費に応じて積算し、獣畜ごとに設定している。

そ の 他 使 用 料 の
概 要 ・ 考 え 方

～

策 定 日

事　業　形　態

計 画 期 間

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

岡山県

と畜場事業（法非適用）

団 体 名

（一部改定）

職 員 数

岡山県営と畜場事業経営戦略

法非適用

事 業 名

人6

事 業 開 始 年 月 日 昭和37年4月1日

 イ　指定管理者制度

　清掃作業、と畜場使用料収納事務、設備・機器保守管理業務等
について、民間に業務委託している。

 ア　民間委託

使 用 料 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

民 間 活 用 の 状 況

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　　　  　 令和7年4月1日
　（と畜場使用料（豚及び綿羊・
    やぎ）を改定）

【考え方】
　施設使用料について、使用している敷地、建物等の時価、使用面積に応じて積算し、設定してい
る。

と 殺 解 体 料 の
概 要 ・ 考 え 方

広 域 化 実 施 状 況



（３） 現在の経営状況  

年度

R６

R５

R４

２．将来の事業環境

（１）

　

69,610

処理頭数の見通し

 R６10.9％

有形固定資産減価償却率
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

 R４ 75.6％  R６ 74.4％ R５ 73.6％

1,082.7％  R６ 1,042.6％

○牛
　・県産牛肉の認知度の向上と販売力強化に取り組むことで、県内出荷数のうち他市場への流出分を抑え、処理頭数を毎年50頭
増加させることを目指す。
　
○豚
　・引き続き、畜産クラスター事業を活用して県内農場の規模拡大を促進するとともに、県外からの集荷を拡充し、令和12年度に
80,000頭の処理を目指す。

64,406

馬

70,46690 65,6524,796

10.5％

4,485 0

82.0％

88.3％

 R４  R５

年間処理実績
（頭）

※過去３年度
分を記載

5,196 0 4 4

67,949 6

企業債残高対料金収入比
率

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載
 R４ 766.6％  R５

9

豚

72,444

子牛 その他 合計牛

4

【上記の収益、資産等の状況等を踏まえた現在の経営状況の分析】

　岡山県営と畜場事業について、年間処理実績は牛の処理頭数が減少傾向にある一方で、豚が増加しており、令和5・6年度の
総処理頭数は70,000頭を超えている。豚の処理頭数の増加により、経常収支比率及び経費回収率は微減から上昇に転じており
改善が見られるものの、依然としていずれも100%を下回っている。特に経費回収率は10％程度にとどまり、他会計補助金比率
も80%程度で推移していることから、一般会計からの繰入金に依存した経営状態が続いている。
　また、施設の老朽化対策については、有形固定資産減価償却率が、大規模更新工事を行った令和5年度に前年度から2.0ポイン
ト低下し、一定の効果が見られるものの、料金収入に対して相対的に大きな投資であったことから、企業債残高対料金収入比率
は大幅に増加した。
　償還負担の軽減を図るため、引き続き経営改善に努めていく必要がある。

12.6％

経 常 収 支 比 率
（ 又 は 収 益 的 収 支比 率）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

経 費 回 収 率
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

 R４  R５  R６ 96.2％88.6％

他 会 計 補 助 金 比 率
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

 R４ 83.2％  R５ 83.4％  R６
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H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績 見込み 目標

牛

（単位：頭）

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

85,000

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績 見込み 目標

豚

（単位：頭）

実績 見込み 目標

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

牛 5,375 5,351 4,952 5,116 5,194 5,196 4,796 4,485 5,650 5,700 5,750 5,800 5,850 5,900

豚 60,517 61,235 61,561 61,142 61,733 64,406 65,652 67,949 74,000 75,000 75,000 75,000 75,000 80,000

処理頭数の実績と見通し



（２）

実績

（３）

（４）

使用料収入の見通し

施設の見通し

組織の見通し

　岡山県営食肉地方卸売市場では、平成11年3月に汚水処理棟（1期）を、平成14年3月に基幹処理棟を、平成16年3月に部分肉処
理棟を、平成18年10月に汚水処理棟（2期）を整備する等、施設の充実と整備を順次進めており、令和6年2月には、市場関係団体
からの求めに応じて、冷蔵・冷凍庫の収容能力や加工肉の処理能力等を向上させる大規模更新工事を完了させた。
　一方で、多くの設備で法定耐用年数が経過するなど老朽化が進行していることから、日常的な点検等で異常の早期発見に努める
とともに、修繕部品の事前調達・確保に努め、可能な限りの長寿命化に取り組んでいる。
　引き続き、施設の状況に応じた老朽化対策に取り組むとともに、施設設備等修繕・更新計画案に基づく計画的な整備を推進して
いく。

　現在、市場業務及びと畜業務に関わる職員は、常勤職員（7名）、再任用職員（2名）及び非常勤職員（9名、欠員1名）であるが、こ
れまで、職員の定年退職に伴い、一部の業務を外部委託するなど、体制を柔軟に見直してきた。
　しかし、令和7年度末及び令和9年度末には、施設設備の点検・管理を担当している再任用職員が退職する予定であり、さらなる
外部委託化などの対応が必要となる。
　知識と経験を有する再任用職員の退職が続く見込みであることから、当該職員の担当業務を常勤職員及び非常勤職員で担える
かどうかを検討の上、業務の再編成を進め、知識・技術を次世代に確実に継承できる体制を整える必要がある。あわせて、民間企
業の活用もさらに進め、持続可能な業務体制の確立を図っていく。

①と畜場使用料　次の条件で推計した。
　・処理頭数　「（１）処理頭数の見通し」に記載の見込頭数及び目標頭数
　・単価　関係者との調整を経て、R6年度に牛の、R7年度に豚の使用料の増改定を実施したところであるため、現行単価による。
　　　　　引き続き、近隣競合施設の使用料水準やと畜場運営に係るコスト動向を注視し、必要に応じて関係者と協議を進めるな
　　　　　ど、さらなる歳入確保に努める。
②施設使用料　施設使用料については、物価動向等を基準に毎年度見直しの検討を行っていることから、必要に応じて改定を実
　　　　　　　　　施する。
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80,000

90,000

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

実績 見込み 目標

施設使用料

と畜場使用料 豚

と畜場使用料 牛

使用料収入の実績と見通し （単位：千円）

実績 見込み 目標

H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

と畜場使用料 48,847 52,285 52,065 52,549 53,138 54,959 54,840 57,960 72,605 73,552 73,691 73,829 73,968 77,957

牛 11,928 11,865 11,115 11,584 11,776 11,798 10,837 12,419 15,625 15,802 15,941 16,079 16,218 16,357

豚 36,919 40,420 40,950 40,965 41,362 43,161 44,003 45,541 56,980 57,750 57,750 57,750 57,750 61,600

施設使用料 2,863 2,863 2,889 2,914 2,914 2,914 2,912 2,911 2,915 2,911 2,911 2,911 2,911 2,911

使用料計 51,710 55,148 54,954 55,463 56,052 57,873 57,752 60,871 75,520 76,463 76,602 76,740 76,879 80,868

（令和7年10月1日現在）

事　務　分　掌

・会計

・庶務

・場内警護

・冷蔵庫開閉業務等

・電気等設備維持保守　・廃棄物管理　

・市場運営補助　・と畜場運営補助

・冷蔵庫管理　・冷凍設備管理

・施設機器点検整備

・浄化槽管理　・焼却炉管理

・ボイラー管理

業務課長 (1) 主　任 (2)

場　　長 (1)
次　　長 (1)

(総務課長)
副参事 (2)

非常勤職員 (2)

（宿日直警備員）

非常勤職員 (2)

（ボイラー等設備保全技師）
・ボイラー等各種設備の保全業務等

主　任(1)

（再任用）※R3.4～R8.3

主　任(1)

（再任用）※R5.4～R10.3

非常勤職員 (5)

（家畜誘導等業務作業員）
・繋留所における家畜誘導業務等

非常勤職員 (1) 【欠員】

（枝肉搬送等作業員）
・冷蔵庫内での枝肉搬送業務等



３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

１　施設・設備の長寿命化等の投資の平準化に関する事項
　　法定耐用年数が経過するなど老朽化が進行している施設・設備については、計画的な修繕・更新による予防保全に取り組み、
長寿命化を図っている。
　　引き続き、施設・設備の安定的な運用とと畜場業務の円滑な実施に向けて、施設設備等修繕・更新計画に基づく計画的な整備
を推進していく。

２　防災・安全対策に関する事項
　   設備の予防保全は、故障時の影響を軽減させるだけでなく、作業中の職員の安全確保にも資することから、引き続き、日常的
な点検・保守を実施し、設備異常の早期発見・対応に努める。
　　また、修繕部品の事前調達及び確保を進め、迅速な修繕対応が可能な体制を維持する。

※財源（料金、企業債、繰入金、国庫補助等）の積算の考え方等について記載すること。
※また、収支計画の策定に当たって反映した財源確保の取組について、内容（対象施設、時期、金額など）を記載すること。

【積算の考え方】
　・使用料：２（２）使用料収入の見通しのとおり、と畜場使用料及び施設使用料を見込む。
　・企業債：施設設備等修繕・更新計画案に基づき実施する整備事業費に充当する起債額を見込む。
　　　　　　　 新規借入の条件は、30年償還、3年据置、利率2.30%で見込む。
　・繰入金：企業債の償還（元金・利子）及びと畜場運営に必要な額について見込む。

【財源確保の取組】
　・使用料収入の確保に向けて集荷対策に取り組むとともに、使用料単価について、物価動向等を踏まえた見直しを検討する。

　　岡山県営と畜場は県営食肉地方卸売市場に併設され、畜産物の流通システムの要として県内畜産農家の生産振興と県内消費
者への新鮮で衛生的な食肉の提供において重要な役割を果たしている。本と畜場の地域の食肉生産拠点としての機能を安定的に
維持するため、施設設備を適切に修繕・更新・増強するとともに、処理頭数を確保し、経営基盤の強化を図る。

目 標

目 標

・有形固定資産減価償却率：令和元年度 71.8% → 令和6年度 74.4% → 令和12年度 79.2%
【考え方】
　有形固定資産減価償却率は、令和5年度の大規模更新工事により一時的に改善されたものの、多
くの設備で老朽化が進行しており、既に法定耐用年数を経過したものもある。これらの設備について
は、修繕や基幹部分の更新を行い、可能な限り長寿命化を図っている。令和12年度時点で償却率を
79.2%に抑えるため、施設設備等修繕・更新計画に基づき、計画的に整備を進めていく。（設備更新を
行わない場合、有形固定資産減価償却率は83.9%となる見込み）

・経費回収率：令和元年度　7.7%　→　令和6年度　12.6%　→　令和12年度　14.7%
・他会計補助金比率：令和元年度　90.4%　→　令和6年度　82.0%　→　令和12年度　81.0%

（令和7年10月1日現在）

事　務　分　掌

・会計

・庶務

・場内警護

・冷蔵庫開閉業務等

・電気等設備維持保守　・廃棄物管理　

・市場運営補助　・と畜場運営補助

・冷蔵庫管理　・冷凍設備管理

・施設機器点検整備

・浄化槽管理　・焼却炉管理

・ボイラー管理

業務課長 (1) 主　任 (2)

場　　長 (1)
次　　長 (1)

(総務課長)
副参事 (2)

非常勤職員 (2)

（宿日直警備員）

非常勤職員 (2)

（ボイラー等設備保全技師）
・ボイラー等各種設備の保全業務等

主　任(1)

（再任用）※R3.4～R8.3

主　任(1)

（再任用）※R5.4～R10.3

非常勤職員 (5)

（家畜誘導等業務作業員）
・繋留所における家畜誘導業務等

非常勤職員 (1) 【欠員】

（枝肉搬送等作業員）
・冷蔵庫内での枝肉搬送業務等



③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３） 投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

管 理 運 営 費

そ の 他 の 取 組

　既に民間に外部委託している業務については、今後も継続して民間の活力を活用する。その他の
業務についても、民間活力の活用をさらに進め、持続可能な業務体制を構築していく。

　と畜場の安定的な運営に必要な修繕費、光熱水費等について、物価上昇等を反映した額を見込
む。

職 員 給 与 費 　現在の職員数の維持に必要な額を見込む。

資 産 の 有 効 活 用 等 に よ る
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組

　一般会計からの繰入金に依存した経営状況が続くことが見込まれることから、さらなる歳入確保を
図るため、令和13年度以降の次期戦略に盛り込む使用料単価の見直し計画案を作成し、関係者と
の協議を進める。

　令和13年度以降の施設設備等修繕・更新計画案に基づき、各年度の建設改良費に充当する額を
見込む。

　企業債の償還（元金・利子）及びと畜場運営に必要な額について見込む。

　岡山県営と畜場での処理頭数の増加に向け、タイ・マカオをはじめとする東南アジア各国・地域へ
の県産食肉の輸出について、引き続き調整を進める。

【積算の考え方】
　・委託料：令和7年度当初予算額を基に、経費の上昇傾向や今後の事業計画を考慮して、必要額を見込む。
　・管理運営費（修繕費）：施設設備等修繕・更新計画案に基づく通常修繕費及び突発的な故障等に対応する緊急修繕費につい
て、物価上昇等を加味した必要額を見込む。
　・管理運営費（光熱水費）：各年度の処理頭数の目標頭数に応じた使用量を算出の上、上昇傾向等を反映した単価を基準に必要
額を見込む。
　・職員給与費（人件費）：現在の職員数を維持することとし、令和7年度当初予算額を基に、必要額を見込む。

【経費削減の取組】
　・光熱水費：電力、上下水道、ガスの使用量について、各年度で見込まれる使用量の2%削減を努力削減目標とし、引き続き節減
に努める。また、電力については、一般競争入札により最も有利な条件で契約を締結し、電力単価の低減を図る。

繰 入 金

委 託 料

そ の 他 の 取 組

使 用 料

企 業 債

　指定管理者制度の導入について引き続き研究を進める。

　令和13年度以降の施設設備等修繕・更新計画案を作成し、投資の平準化及び施設設備等の長寿
命化を図る。

民 間 活 用

投 資 の 平 準 化

広 域 化



５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に関 する事項

※進捗管理（モニタリング）や見直し（ローリング）等の経営戦略の事後検証、改定等に関する考え方について記載すること。

　毎年度、経営戦略の進捗状況等を評価・検証するとともに、事業環境の変化を踏まえ必要に応じて
修正を行う。特に、実績と計画の乖離が著しく、後年度に大きな影響を及ぼすと認められる場合に
は、収支計画や施設設備等修繕・更新計画案を見直すなど適切に対応していく。
　また、事業環境の分析を通じて課題を抽出するなど、令和13年度以降の次期戦略をより実効性の
高いものとするための準備を進める。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

公営企業として実施する
必 要 性

　岡山県営と畜場は、県内で唯一のと畜場と市場が併設された食肉地方卸売市場として、食肉の集
出荷や価格形成等を通じ、食肉の公正な取引と安定供給を支える県内の食肉処理・流通拠点として
重要な役割を果たしている。

　岡山県営と畜場は、と畜施設と市場施設が一連となった施設であり、その維持管理に当たっては高
度な専門性と緊急時の迅速な対応が求められる。さらに、採算性も低いことから民営化が困難であ
るものの、県内の食肉流通と地域経済への貢献が大きいことから、今後も公営企業として事業を継
続する必要がある。



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（と畜場） （単位：千円、％）
年　　　　　　度 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 当 初 ）

1 (A) 433,193 441,412 429,901 429,875 420,879 468,830 487,357 465,026 493,636 538,170 532,037 523,115 539,132 525,849

（１） (B) 51,710 55,148 54,954 55,463 56,052 57,873 57,752 60,871 75,521 76,464 76,603 76,741 76,880 80,869

ア 51,710 55,148 54,954 55,463 56,052 57,873 57,752 60,871 75,520 76,463 76,602 76,740 76,879 80,868

イ (C)

ウ 1 1 1 1 1 1

（２） 381,483 386,264 374,947 374,412 364,827 410,957 429,605 404,155 418,115 461,706 455,434 446,374 462,252 444,980

ア 366,454 372,274 362,471 360,553 348,847 383,415 401,855 378,018 394,183 437,798 431,509 422,433 438,295 420,597

イ 15,029 13,990 12,476 13,859 15,980 27,542 27,750 26,137 23,932 23,908 23,925 23,941 23,957 24,383

２ (D) 432,588 441,268 431,215 422,234 414,763 472,533 493,473 465,320 493,636 538,170 532,037 523,115 539,132 525,849

（１） 417,458 430,746 425,014 419,250 412,696 471,208 492,268 462,787 489,792 533,056 525,769 515,818 530,363 516,241

ア 58,321 59,161 61,811 78,051 72,044 74,445 63,144 69,660 74,858 71,800 71,800 71,800 71,800 71,800

イ 359,137 371,585 363,203 341,199 340,652 396,763 429,124 393,127 414,934 461,256 453,969 444,018 458,563 444,441

（２） 15,130 10,522 6,201 2,984 2,067 1,325 1,205 2,533 3,844 5,114 6,268 7,297 8,769 9,608

ア 15,130 10,522 6,201 2,984 2,045 1,310 1,174 2,401 3,820 5,079 6,245 7,283 8,749 9,605

イ 22 15 31 132 24 35 23 14 20 3

３ (E) 605 144 △ 1,314 7,641 6,116 △ 3,703 △ 6,116 △ 294 0 0 0 0 0 0

1 (F) 350,390 403,718 321,549 134,480 116,675 113,405 299,301 45,843 40,560 48,421 39,984 54,948 30,298 61,172

（１） 31,000 88,900 38,400 40,100 26,300 56,700 240,400 27,500 23,600 34,300 20,300 30,400 4,800 34,600

（２） 319,390 314,818 283,149 94,380 90,375 56,705 58,901 18,343 16,960 14,121 19,684 24,548 25,498 26,572

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

２ (G) 350,498 403,817 321,549 134,480 116,675 113,405 299,301 45,843 40,560 48,421 39,984 54,948 30,298 61,172

（１） 31,212 89,087 38,555 40,203 26,558 56,805 240,566 27,667 23,846 34,528 20,594 30,600 5,000 34,800

（２） (H) 319,286 314,730 282,994 94,277 90,117 56,600 58,735 18,176 16,714 13,893 19,390 24,348 25,298 26,372

（３）

（４）

（５）

３ (I) △ 108 △ 99 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

う ち 資 本 費 平 準 化 債 分

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

うち資本費平準化債償還金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

R8 R12R9 R10 R11



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（と畜場） （単位：千円、％）
年　　　　　　度 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 当 初 ）
R8 R12R9 R10 R11

(J) 497 45 △ 1,314 7,641 6,116 △ 3,703 △ 6,116 △ 294 0 0 0 0 0 0

(K)

(L) 1,898 2,395 2,440 1,126 8,767 14,883 11,180 5,064 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770

(M)

(N) 2,395 2,440 1,126 8,767 14,883 11,180 5,064 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770

(O) 100

(P) 2,295 2,440 1,126 8,767 14,883 11,180 5,064 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770 4,770

(Q)

(Q)
(B)-(C)

(A)
(D)+(H)

(S) 51,710 55,148 54,954 55,463 56,052 57,873 57,752 60,871 75,521 76,464 76,603 76,741 76,880 80,869

（T)

(U)

(V)

(W)

(X) 1,031,958 806,128 561,534 507,357 443,540 443,640 625,305 634,629 641,515 661,922 662,832 668,884 648,386 656,614

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6 R7

区 分 （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 決 算 ） （ 当 初 ）

366,454 372,274 362,471 360,553 348,847 383,415 401,855 378,018 394,183 437,798 431,509 422,433 438,295 420,597

366,454 372,274 362,471 360,553 348,847 383,415 401,855 378,018 394,183 437,798 431,509 422,433 438,295 420,597

319,390 314,818 283,149 94,380 90,375 56,705 58,901 18,343 16,960 14,121 19,684 24,548 25,498 26,572

319,390 314,818 283,149 94,380 90,375 56,705 58,901 18,343 16,960 14,121 19,684 24,548 25,498 26,572
685,844 687,092 645,620 454,933 439,222 440,120 460,756 396,361 411,143 451,919 451,193 446,981 463,793 447,169

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)

地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ）

赤 字 比 率 （ ×100 ）

R9R8 R10 R11 R12


